
児童生徒や家庭の社会
的経済的背景（SES）
と学力には相関関係があ
るとされている

現状と課題

家庭の事情に左右されず、
誰もが学習できる環境づ
くりが必要

全ての児童生徒を対象に、退職教員や大学生等の地域住民等の協力により実施する原則無料の学習支援・体験活動等内容

地域学校協働活動※

※地域学校協働活動：地域と学校が連携・協働し、幅広い地域住民等の参画により、
地域全体で子供たちの成長を支える多様な活動

地域学校協働活動推進員
（地域と学校をつなぐコーディネーター）

学習支援員・協働活動支援員等
（学習支援等の実施、サポート）

退職教員、大学生、地域住民、民間
教育事業者等の様々な地域人材

【地域住民等の参画による放課後等の学習支援・体験活動の例】
・予習・復習、補充学習・ICT（学習アプリ等）を活用した学習
・英検・数検等検定試験対策、定期考査前の集中プログラム
・大学生等による進路相談
・実験・工作教室、英会話、文化・芸術教室、地域探検、農業体験、
スポーツ教室など

参画

○ 実費以外は原則利用者負担なし
○ 家庭の経済状況等にかかわらず、全ての児童生徒が参加可能
○ 放課後子供教室や地域未来塾等を活用して実施
○ 地域の退職教員や大学生、民間教育事業者、NPO等の多様な人材が学習を支援
○ 複数校の児童生徒を対象とした教育支援や、外国籍の生徒を対象とするプログラムなど
地域の実情に応じて多様な支援が可能

○ 地域学校協働活動の一環として、学習支援員や協働活動支援員等への謝金や消耗
品費等を補助

（国語） （算数・数学）

（家庭の経済格差と子どもの認知能力・非認知能力格差の関係分析（日本財団 2018年1月）より作成）

経済的に困窮していない世帯と生活保護世帯の国語の偏差値の推移

地域住民等の参画による
放課後等の学習支援
全ての児童生徒を対象に、放課後や土曜日、
夏休み等に、学校の空き教室や図書室、公
民館等において、退職教員や大学生等の地
域住民等の協力により、学習支援等を実施

○学校の教育活動、授業内容等の共有
○宿題実施にあたっての指導方法等の共有
○学校で実施できなかった体験活動や実験等の実施依頼

連携・協働

連携・協働

地域住民等の参画による放課後等の学習支援・体験活動
（放課後子供教室・地域未来塾）

（前年度予算額 6,737百万円）

（地域と学校の連携・協働体制構築事業の内数 令和3年度予算額 6,755百万円）

地域学校協働本部において、地域住民等の協力を得なが
ら地域における学習支援等を実施

 社会的経済的背景によらず、誰もが学ぶことができる環境の実現
 コミュニティ・スクールとの一体的な推進により、学校での教育課程と連
動したプログラムの実施や、教育課程内では不足する部分の補習等の
実施が可能

学校と地域住民等が連携・協働して活動に関わることにより、地
域全体で子供たちの成長を支えていくための体制の構築を図る


